
　　　　　　　発行：２０１５年　　１０　月号 http://www.asahi-net.or.jp/~fb4m-iszk/risuken 発行部数：140リス研通信 Ｎｏ．3910
① 回答： 人が成長していくステップにはいろいろありますが、観

察する力がついて、自律していく基礎ができ、自発的に動くと

いうように、基本的にはなるようです。それぞれが不十分であ

ると、自律せず、ほかに依存することになり、自発も作動しない

という結果になりますので、だからこそ観察すること、その力が

社会にでて、会社においても最大に重要になります。

感想文について

いいですね。それぞれの活動のイメージが、読み手に伝わる

ようになってきています。さらに、みたままに加えていくことは、

色や寸法、形などのイメージを入れられるようにフィールドで

注意しましょう。今後必要なのは、さらに詳しく観察をしていく

ことです。 おしっこは何色でしたか？臭ってみましたか？

いやだったらいやだったので、においをかぎませんでしたと自

分の気持ちをかくこと。 逃がしたとき、どんな気持ちでした

か? その気持ちや状態を、読む人にいきいきと伝えることが大

事です。私が逃がしてしまった、どうしょう、頭がまっしろ、なき

たくなった、ごめんなさいとかその状況をあらわす「あなたのこ

とば」があるはずです。かざるのではなく、ごまかすのではなく、

その時の気持ちをすなおに正直に書いておくことが大事です。

初めてであった植物や動物についても、私は初めてで

あったので、名前もしりませんでした。というような表現で、は

ずかしがらず、すなおに、正直に書くほうが、大事です。 読

む人にあなたの状況がよくつたわるからです。だから大きさ、

色、形、表面がざらざらとか特徴を観察して、それをもとに図

書館で調べられるようにしておくことです。名前がなくてもその

特徴だけで他の人に伝わることも可能だからです。 それ

から、文字を書いて、習っている漢字はできるだけ、漢字でか

くことです。それは漢字のもつことばのイメージが読み手に伝

わりやすいからです。 また習っていない漢字でも、漢和辞典

で引いて、あとからひらがなを消して、漢字になおすようにして、

漢字を文章を作る中でおぼえていくことです。 習っていなく

ても、辞典の引き方さえ学べば、自分でどんどん覚えられるか

らです。そのように漢字を覚えるほうが大事です。文章の中の

漢字として。 これは英語の単語を覚えるのと類似しています。

こういった作文を、きちんと400字詰め原稿用紙に書いて、ど

んどん残しておきましょう。夏休みの自由研究や、作文コン

クールにだせるよう。次の作文を楽しみにしています。
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東谷山でのリスけんきゅう会のかつどうにさんかしました。

Ｋさんの声がでなくて、かわいそうでした。でも、そのかわ

りにとおくにいる人によびかけるのに、ゆびをつかってふ

えをふいていたので、かっこいいなと思いました。

リスは、一つのオリにいっぴきずつ、ごうけい２ひきつ

かまっていました。今回はじめて、わたしはちょうさのさ

ぎょうをやらせてもらえました。とてもうれしかったけどきん

ちょうしました。

まず、体重をはかるために、オリからふくろにいれよ

うとしたのですが、オリとぬののあいだにすきまができて

しまい、リスはそこをすばやく見つけてそこからあっという

まににげてしまいました。 原いんは、オリをつつみこむ

ようにしておいたふくろの口をぎゅっとひきしめておいて

おかないといけなかったのに、さぎょうの間にゆるんでし

まったからでした。 あっというまのできごとで、なにがお

きたのかわからなかったのですが、にがしてしまったのが

わかって、とてもくやしい気持ちがしました。 もう一ぴき

いたので、今度こそしっぱいしないように、気持ちをきり

かえてなん度もれんしゅうして二ひき目をやりました。せ

いこうしてとてもうれしかったです。

手じゅんとしては、オリからふくろにリスをいどうさせ

てひもでしばり、ぶらさげる形でつかう体重けいではかり

ます。そのあと、あまりうごけないように小さいオリにうつし

て、オスかメスかと、首にはっしんきがついているかをみ

ます。今回は、はっしんきがついているオスでした。はっ

しんきがついているということは、前にもつかまったことが

あるということです。一ぴき目のにがしてしまったリスは、

はっしんきがついていなかったので、北山先生はおこり

ませんでしたが、ざんねんそうでした。ごめんなさい。

リスをにがしたあと、ふくろとひもだけで重さをはかり、

ひき算をしてリスの体重の計算をしました。

あと二つ、次やるときに気をつけたいことがあります。

一つ目は、リスをかんさつするためのかごをもつ時に、

こわがらずにしっかりもつということです。

二つ目は、シートの上にリスのおしっこがあっても、気にせずさぎょ

うをするということです。 今回、いろいろしっぱいしたけれど、べん

きょうになることがいっぱいありました。次うまくやれるといいなと思いま

す。

次に、木の直けいをはかるデンドロというさぎょうについてですが、

ほそいさんとやましたくんが何度もしんせつにおしえてくれて、いつも

はかる全部の木のデンドロをよむこととができて、とてもうれしかったで

す。

デンドロの数字の読みかたは、ノギスのめもりの読みかたとおなじで、

こまかいたんいまでわかります。ノギスでみのまわりの物をいろいろは

かってれんしゅうして、ノギスとデンドロのめい人になりたいです。

今回、リスだけではなくむささびもまじかでみることができました。山

のちょうじょうちかくのすばこで、あなにちょっと手をかけて顔をだして

いました。むささびはやこうせいなので、ぼーっとしているように見えま

したが、人間をよく見ていて、いつでもにげられるようにあなに手をか

けていたのだそうです。しばらくのあいだ見れたので、とてもうれし

かったです。

帰り道、みずきりを作りました。 まず、道のりょうわき（みずきり

の木をおくいち）をスコップでほります。そして、てきとうな太さの木を

みつけてきて、道のはばのながさぐらいに切り、スコップでほったあな

にあうようにはめます。 次に、その木が雨でながされないように、りょ

うはしにくいをうちます。くいは、ちかくにおちているこえだの中から

じょうぶなものをえらんで、てきとうな長さに切って、とんかちでうちこみ

ます。 さいごに、おちばやえだで木のまわりのすきまをうめます。そ

して、じっさいにかいだんを上ったり下りたりして、歩きごこちをたしか

めます。 わたしは、ノコギリで木を切ったり、とんかちをつかうのが

ちょっとなれてきて、たのしかったです。

ちゅうしゃ場にもどってきて、先生がくるみの木をゆすりました。

なにか白い物がたくさんおちてきました。先生がそのうちの一つに火

をつけたので、びっくりして見ていたら、白い物がとけて、虫がでてき

ました。クルミマルハバチのよう虫なのだそうです。白いのは、ろうの

せいぶんなのですが、さいしょ見たとき、ふわふわしていて雪のように

見えました。

今回おもったのは、いろんなことが、できたりできなかったりしたけ

れど、はじめてのことでも、ちゃれんじしたりたいけんできて、よかった

なとおもいました。

【1844文字 原稿用紙6枚 これはすごいですね。最初は3-4行であったの

が、原稿用紙1枚になり、苦しくもなく楽しく、観察をしてみたまま、きいたまま

を書くことで、読み手にそのイメージがくっきりと浮かぶ文章になってきていま

す。さらによくするためには次のようにすすめます。】


